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【目的】

ガラクトオリゴ糖が排泄に与える影響を、ボランティ

アに経口摂取してもらうことで確認する。

これまでに、20代の男女を対象とした調査結果を報告。

今回は、高齢者女性を対象とした調査を実施した。



ガラクトオリゴ糖とは

ガラクトースを基本骨格としたオリゴ糖
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ガラクトオリゴ糖の生体への効果

有益な効果

 整腸効果
 たんぱく質消化吸収促進効果
 脂肪代謝促進効果
 ミネラル吸収促進効果

副作用

 下痢、腹痛
 アレルギー



【前年度報告のまとめ】

20代の若年男女のガラクトオリゴ糖摂取（1日12 g、25

日間）による排泄への明らかな影響は認められなかっ
た。
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【方法】

対象者
介護施設に入所中の高齢者（女性9名）
全員が下剤使用中
平均年齢：86.8歳

ガラクトオリゴ糖摂取：施設スタッフによる
紅茶などの甘味料として摂取

アンケート用紙の記録の方法：施設スタッフが記録
使用前2週間の排泄状況を記録
⇓

使用中前半（13日間）の排泄状況を記録
⇓

使用中後半（12日間）の排泄状況を記録
⇓

使用後2週間の排泄状況を記録

緩下剤の使用記録の方法：摂取期間終了後に転記



便の形状と
回数 便量 便色 便臭

腹痛、吐き
気などの消
化器症状の
有無

体重

調査項目

 形状について：6段階
1：硬い、2：やや硬い、3：普通、4：やや軟らかい、5：軟らかい、
6：水様

 便量について：Mサイズ卵を1とカウントし、小数点以下1桁まで記入。
（例）1.5など

 便色について：5段階
1：黄褐色、2：褐色、3：茶褐色、4：暗褐色、5：黒褐色

 便臭について：5段階
1：ほとんど気にならない、2：あまり気にならない、3：普通、
4：くさい、5：かなりくさい
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【結果①】



【結果②】下剤使用状況（1日の平均使用回数）

ケース1 ケース2 ケース3

ケース4 ケース6ケース5

ケース7 ケース9ケース8



ケース 下剤の種類

1 ラキソベロン 10滴、もしくは、センノサイド 12 mg

2 センノサイド 12 mg

3 ラキソベロン 20滴

4 酸化マグネシウム 330 mg

5 ラキソベロン 10 ～ 15滴

6 センノサイド 12 mg

7 酸化マグネシウム 330 mg

8 酸化マグネシウム 330 mg

9 酸化マグネシウム 330 mg



【結果のまとめ】

• （前回の報告より）若年男女が、ガラクトオリゴ糖
を1日12g、計300g 摂取しても、排泄への有意な効果
は認められなかった。

• 高齢者（女性）では、ガラクトオリゴ糖摂取により、
排便回数が減り、1回の便量が増える傾向にあった。

• 個人差はあるが、ガラクトオリゴ糖摂取により、下
剤の使用量が減少する傾向にあった。



【考察】

• ガラクトオリゴ糖摂取は若年者よりも高齢者の排泄
に効果が認められる可能性が示された。

• 要介護高齢者の便秘や排泄後の処理は介護者にとっ
て大きな負担であるが、ガラクトオリゴ糖摂取によ
り排便状態が改善し、下剤の使用量が減れば、高齢
者本人はもとより、介護する家族や介護施設のス
タッフの負担を軽減できると考えられる。

• 今後は、高齢者への効果を詳細に確認し、高齢者の
快適な排泄を導き、介護者の負担の軽減も目指す。
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